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研究成果の概要（和文）：パルス電流応答型磁気インピーダンスセンサを超高感度化し、細胞計測に必要なpTレベルの
磁界検出分解能を電磁シールドなしで実現した。試作した超高感度磁気センサシステムを用いて、正常マウス (BALC/c
) 及びモルモットから摘出した自発的な電気活動を行う消化管筋層標本を用いて、磁気信号記録を行った。モルモット
平滑筋細胞組織の入った培養容器の下方より近接させ、電極は上方より組織に接触させて測定した。MIセンサではその
電位波形に対しピークが同期した磁気波形を得た。磁気信号と電気活動の相関を調べ、細胞内の電流分布を解析した。
試作した磁気インピーダンスセンサシステムは心磁図や脳磁図への適応が可能であった。

研究成果の概要（英文）：We developed highly sensitive magneto-impedance sensor by use of pulse current 
excitation method and achieved pT sensitivity, which is necessary for cell tissue magnetic field 
evaluation.　Magnetic fields generated by spontaneous electrical activity in the mouse and guinea pig 
tissue preparation were measured by use of the developed highly sensitive magneto-impedance sensor. 
We　confirmed that that detection magnetic signal is closely correlated with electrical signal and 
synchronized with electrical signal at the tissue surface. We analyzed current distribution in the cell 
tissue based on the experimental results. We concluded that the developed magneto-impedance sensor system 
is useful for cell tissue bio-magnetic measurement as well as for Magnetocardiography (MCG) and 
Magnetoencephalography (MEG).

研究分野： 電子工学

キーワード： 細胞組織　生体磁気　心磁図　脳磁図
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１．研究開始当初の背景 
pT(10-12T)レベルの微小磁界を検出するような超
高感度な磁気センサとして、現在 SQUID（超伝
導量子干渉型磁束計）があり、既に医療機器とし
て心磁計や脳磁計に応用されている。標準的な
SQUID の課題点は、測定のためにプローブを冷
却するための設備と、大規模な磁気シールド装
置が必要とされることである。プローブを超低温
にしなければ、量子効果であるジョセフソン効果
が発揮できず、高感度計測を達成できない。ま
た、10μT オーダの強磁場が加わった場合には、
プローブに磁気トラップ現象が起こり大きなノイズ
が発生するので磁気シールドルーム等が必要で
ある。よって SQUID 磁力計は超高感度であるが、
限られた施設でしか使用されておらず、SQUID
磁力計を利用したセンシング応用技術は十分に
広がっているとは云えない。また、細胞計測分野
においても、SQUID の利用は検討されているが
報告例は少なく、培養心筋細胞に関する計測で
は、不整な自発性磁気活動のみが記録されてい
る 。本研究では、常温かつ電磁シールドレスで
動作し、原理的に 10fT(10-14T)の磁界検出分解
能を有する磁気インピーダンス（MI）素子を利用
して超高感度磁界センサを開発し、細胞組織の
計測評価に用いる点に新規性・独創性がある。 
２．研究の目的 
細胞組織の機能的な評価法として、細胞内電極
やパッチクランプ法が用いられてきた。しかしこ
れらの方法は細胞組織を損傷するうえに、個人
の技能に依存する側面が強い。また蛍光プロー
ブを用いての計測も利用されるが、プローブ挿
入による負荷・損傷や細胞組織の性質変化が懸
念される。本研究では、細胞組織の集団としての
機能を非接触・非侵襲に評価するための超高感
度磁気計測基盤技術を確立することを目的とす
る。そのために名古屋大学においてこれまでに
医工連携により研究されている磁気インピーダ
ンスセンサを超高感度化し、細胞計測に必要な
pT レベルの磁界検出分解能を電磁シールドな
しで実現することを目標とする。また、試作機器
により培養細胞組織を用いた計測実験を行 い、
細胞組織の機能評価方法を探求する。 
３．研究の方法 
本研究課題は、常温かつ電磁シールドレスで安
定に動作し、原理的に 10fT の磁界検出分解能
を有する MI 素子を利用した新規な超感度磁界
センサを試作開発する。その開発センサを用い
たシステムにより細胞組織の活動電流を起源と
する磁界の計測を行い、細胞組織の機能を評
価する方法を探求する。具体的には、①磁界検
出感度向上に必要な高感度センサプローブの
開発、②信号処理電子回路の最適化、③高感
度センサプローブと信号処理回路のマッチング
技術の確立、④電磁シールドレス環境での試作
センサによる培養細胞組織を用いた計測実験、
⑤細胞活動磁気波形の解析により機能活性を
評価する数理的な手法や活動磁気分布の計測
により分化状態を評価するイメージング技術を
探求する。 
４．研究成果 

（１）パルス電流応答型磁気インピーダンスセン
サを超高感度化し、細胞計測に必要な pT レベ
ルの磁界検出分解能を電磁シールドなしで実
現した。 
 
 

 
図１ 超高感度マイクロ磁気センサシステムとス
ピン応答。 
 
（２）試作した超高感度磁気センサシステム
を用いて、正常マウス (BALC/c) 及びモルモ
ットから摘出した自発的な電気活動を行う
消化管筋層標本（胃、空腸-回腸）を主に用
いて、磁気信号記録を行った。 
図２に電位波形と磁気波形を同時測定した実
験の模式図を、図３に得られたデータを示す。
電位波形は従来技術の電極法により測定し、
また磁気波形はＭＩセンサで測定した。磁気
シールドレスで、ＭＩセンサを細胞組織（モ

図２：電位・磁気同時測定の実験系 

(a) 実験系写真 (b) 実験系概略図 



ルモット平滑筋細胞組織）の入った培養容器
の下方より近接させ、電極は上方より組織に
接触させて測定した。電極法では 10～40s の
周期的な電位波形が得られ、MIセンサではそ
の電位波形に対しピークが同期した磁気波形
を得た。それにより、ＭＩセンサの磁気波形
と従来技術の電極の電位波形との間には、相
関があることを確認した。 
 また、図 4 は、図 3 で用いたセンサを更に
改良してローノイズ化し、モルモット膀胱の
平滑筋を測定した結果である。明らかに図 9
よりもSN比が改善しており、磁気分解能10pT
以下を達成している。これは、本研究課題で
得られた顕著な成果である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）組織依存性のある活動電位発生に伴う、
磁気信号と電気活動の相関を調べ、細胞内の
電流分布を解析した。その結果は、顕著な成
果として SCIETIFIC REPORT に掲載された。 
 
 

 
（４）人体表面に近接した位置にセンサヘッ
ドを設置して、心磁測定を行った。図 5の測
定データには、心電計で測定した心電波形と
共に、ＭＩセンサにより同時測定した心磁波
形を示しており、一過性の不整脈時の記録と
して、心磁波形に心電波形の P,QRS,Ｔ波と同
期したピークが観測されている。センサヘッ
ドと処理回路の安定性、アーチファクト除去
構造の研究により心磁計測装置として開発
が期待される結果が得られた。 

 
図５ 一過性の不整脈時の記録。(a)ECG と
(b) MI センサによる同時記録。 
 
 
（５）MI センサによる脳磁界の検出を検討
するために、音刺激による誘発性脳磁界 N１
００の信号の検出を行った結果を図６に示
す。超伝導 SQUID による脳磁計測信号の大き
さの違いを検討するために、電流ﾀﾞｲポール
モデルにより計算を行った結果、本研究によ
る検出信号の大きさの妥当性が示された。 
 
 

図 6 MI センサによる誘発性脳磁界 N100 の記
録 
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